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この度，関西支部学生自動車研究会（以下，関西学自研）の活動をお伝えします「関西学

自研ニュースレター」，２０１２年度第１号の発行を無事に迎えることができました．これ

も偏に自動車技術会事務局の皆様や参与の先生方のご協力・ご理解の賜物と深く御礼申し

上げます．このニュースレターを通じて，我々の活動を知っていただき，関西学自研に対

してご理解を深めていただければ幸いです． 

 関西学自研では，自動車技術会関西支部の学生会員に向けて，様々な企画を毎年開催し

ています．企業への工場見学や新車試乗説明会などにおいては，企業での技術開発の最前

線に触れ，日頃の講義や研究室などでは得ることのできないような貴重な体験，経験とな

るような場を企画しています． 

 今年度上半期には株式会社童夢様に工場見学をさせて頂き，また下半期には株式会社

JTEKT 様に工場見学させて頂きました．さらに，大学で取り組んだ研究や身につけた知識，

技術，成果を発表する卒業研究発表会を通して，自動車に興味を持つ学生同士が交流を深

める機会をこれも毎年設けております．また，関西学自研は学生主体の組織であるため，

様々な学部の学生が比較的に気軽に行事に参加し，自動車に対する興味や知識を深めるこ

とのできる場があるということも関西学自研の大きな魅力となっていると考えております． 

 今年度自動車技術会秋季大会が大阪で開かれました．今回この学会に学自研に参加して

いる学生が運営のお手伝いをさせて頂きました． 

 最後になりましたが，以上のような企画を開催・運営するにあたり，多大なご協力を頂

いている各方面の方々に心より感謝の意を表します．今後ともさらなる関西学自研の活動

の反映にご理解とご協力を頂ますよう何卒よろしくお願いします． 

 

 

 

 

 

 



第一回工場見学 株式会社童夢 
大阪工業大学 柏原 諒 

 

 今年，第一回目の工場見学は株式会社童夢を見学させていただきました． 

株式会社童夢は，1965 年に林みのる氏が 19 歳で HONDA S600 を改造したレーシングカ

ーを制作したことから始まり，1975 年に童夢は誕生しました．それ以降レーシングマシン

のスタイリング・デザインから設計，試作，テスト，レース活動など様々なレーシングマ

シンに関わる仕事をされています．また 2001 年にはレーシングマシン開発で培ったカーボ

ン・コンポジット技術を用いた童夢カーボンマジックを設立しました．童夢カーボンマジ

ックではレーシングマシンだけでなくあらゆる分野の製品をカーボンで制作しています． 

 童夢に入るとまずエントランスに童夢-零とフォーミュラマシンが飾ってあり，私たちを

出迎えてくれました．その後，業務内容，経営理念などを分かりやすく映像で見せていた

だきました． 

 童夢内の見学では設計室や実験室，三次元測定機の部屋を見せてもらいました．実験室

ではフォーミュラマシンの衝撃吸収材の実験で使用されたものがありました．実際に衝突

して実験する前にゆっくり力をかけて潰して目標に達しているか実験するそうです．その

後，GT500 マシンのモノコックフレームを見せてもらいました． 

GT500 は市販車ベースのマシンと言うルールがあり屋根の部分だけはカーボンではなくア

ルミになっているそうです．またカーボンとアルミは接着剤で接合されているそうです．

今年GT500に出場しているマシンと言うこともあって学自研メンバー一同少しの間そこを

離れることができませんでした． 

 その後，童夢カーボンマジックではカーボン・コンポジット製品の製作工程を見せてい

ただきました．工程は型を石膏から削る，カーボンを貼る，カーボンを焼く，製品のトリ

ミングの順に行われます．この日はカーボンを焼くための窯やカーボンの張込み作業，ト

リミングなどを見せていただきました．張込みやトリミングは人の手によってひとつずつ

行われていて驚きました． 

 その後，風流舎で風洞実験の準備作業を

見せてもらいました． 

 今回の見学でカーボン・コンポジット製

品の面白さとレーシングマシンを作る面

白さを知ることが出来ました． 

最後に，童夢の皆様，お忙しいところ工場

見学の機会を設けて下さりありがとうご

ざいました． 

 

 



新車試乗会 
大阪産業大学大学院 中舛 達也 

 

毎年，大阪産業大学で行われている新車試乗会を今年も 10 月 20 日（土）に行いました．

今年の試乗会はマツダ株式会社様にご協力をいただき，「マツダの SKYACTIVE-D を中心

とした CX-5 の技術説明」と題した講演をしていただいた後，本学の第８グランドテストコ

ースにて CX-5 の試乗させて頂きました． 

 

○新車技術説明会 

マツダ株式会社パワートレイン企画部栗原様より，SKYACTIVE-D を中心とした CX-5

についての技術紹介をしていただきました．「SKYACTIVE TECHNOLOGY」は，自分は

エンジンの革新的な新世代技術の総称として呼んでいるのかなと思っていましたが，エンジ

ンだけではなく，ガソリンエンジン・ディーゼルエンジン・トランスミッション・プラッ

トフォームなどすべてを一新し，「走る歓び」と「優れた環境・安全性能」の高次元での調

和をイメージした、革新的な新世代技術の総称と呼んでいるとのことです．「SKYACTIVE 

TECHNOLOGY」のベース技術の説明をしていただき，そこから CX-5 でのこだわったポ

イントや苦労話など，興味深いお話を沢山話していただきました． 

 

○新車試乗会 

 技術説明会が終わった後，本学の第８グランドに移動し，CX-5 の試乗をさせていただき

ましたが，一人１週ずつぐらいして交代していました．ディーゼルエンジン乗用車用のア

イドリングストップの「i-stop」の作動を見るなど，最初は丁寧に運転している様子でした

が，後半では，２週，３週と連続で試乗させて頂き，学生達も楽しく試乗することが出来

ました． 

最後に，ご協力を頂きましたマツダ株式会社の栗原さんに，心から御礼申し上げます 

 

 

 



第２回 JTEKT 工場見学 
立命館大学大学院 坂井聡之 

 

   
2012 年 10 月 31 日，2012 年度学生自動車研究会関西支部の第２回工場見学として，JTEKT

奈良事業場（主にステアリングシステムの研究開発・製造）に訪問しました． 

 最初に，会社の概要を説明して頂きました．JTEKT の製品には，ステアリングシステム・

軸受・駆動部品・工作機械・電子制御機器などがあります．今回説明して頂いたステアリ

ングシステムは世界一のシェアを誇っております． 

 次に，研究開発を行っている場所に案内して頂きました．ここで最も印象に残ったのが，

日本一の規模である電波暗室（右上写真）でした．ここでは自動車からの電磁波放射エミ

ッション，外部からの電磁波による誤作動，エンジン制御，走行制御，ボディー制御，情

報通信制御など多くの車載制御用電子機器の相互干渉による誤作動を検証しているとのこ

とでした．電磁波からの影響などの，目に見えないところでの安全の重要性を強く感じま

した．その後，工場で生産ラインを見学させて頂きました．一つの生産ラインで多数の車

種の部品を生産しているにもかかわらず，作業人数が想像より少なかったことが印象的で

した．生産ラインは約一年に一度のペースで生産時間の短縮が行われており，限界ではな

いかと思われるところまで生産効率を上げているとのことでした．ここでは自然現象など

を利用した生産時間短縮の工夫が数多く施されており，非常に興味深いものでした． 

 世界で初めて電動パワーステアリングを開発・量産したのは JTEKT であり，エンジンの

パワーをロスすることなく大幅な省エネルギー化を可能にしています．このステアリング

システムは，コンパクト・軽量化により多彩な車種への搭載を可能にするだけではなく，

耐久性や安全性にも優れており，世界一のシェアを誇る製品の環境への負荷低減と安全に

対する制御の高度さを感じました．また，パワーステアリングの導入によるドライバーへ

の負荷軽減や，これによるドライバー層の拡大についてなど，大変勉強になるお話をして

頂きました． 

 今回はお忙しい中，工場見学の依頼を受けて頂きありがとうございました． 

 

 



あとがき ～学自研ニュースレター発行にあたって～ 

 

 このニュースレターを作成，発行するにあたって，ご協力して頂きました各大学の先生

方，学生の皆様や企業の方々にはこの場をお借りして厚く御礼申し上げます． 

 毎年，学自研では様々なイベントを行なっています．２０１２年のこれまでの企画・活

動としまして，企画運営の会議の場として運営委員会を２回行い，より魅力的で学校で講

義を受けているだけでは得ることのできない経験ができるようなイベント企画立案を行な

って参りました．第一回工場見学では株式会社童夢様の開発施設やこれまで作成されてき

た競技車両や一般にはみかけることのない車両などを見せて頂きました．そして日本でも

有数の巨大な風洞装置も拝見させて頂きました．そして第二回工場見学では株式会社 JTEKT

様を訪問させて頂きました．世界初の EPS を世に送り出された企業として有名な JTEKT 様

の開発環境，実験施設，生産施設など，詳しい解説を交えて見せて頂きました． 

 また，１０月に新車試乗会を行い今年度はマツダ株式会社様にご協力をして頂き最近注

目されているディーゼルエンジン搭載の CR-X を貸して頂き行うことができました．CR-X に

ついての講義をしていただき，どのような努力をされて素晴らしいエンジンができあがり

この車両が出来上がっていったのかということを聞くことができ，更には車両運動を体験

することができ貴重な体験をすることができました． 

 そして２０１２年度今後の予定としまして，第三回運営委員会を徳島大学にて行い，卒

業研究発表会を予定しております． 

 このように魅力的で多岐にわたる学自研の行事活動が少しでも関西多くある大学に広が

り，学自研のイベントを通じて学生活動を活発なものにし，我々の活動を自動車に興味が

ある学生に知ってもらい，イベントの参加の促進につながれば良いと考えております． 

 最後になりましたが，このニュースレターを受け取られた先生方には，ぜひとも学自研

の活動を知って頂くため，ご面倒ですが研究室の学生にも配布していただけるようお願い

致します． 

 末筆となりましたが，今後とも関西学自研の活動をより一層のご理解とご参加を頂くと

共に，倍旧のご支援，ご鞭撻を賜りますようにお願い申しあげます． 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


